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本稿は，学校現場での実際の指導を考え，教科書の教材に対する教師の手立てと指導を円滑

に進めるために整えるべき環境について小学校段階の 年生と 年生の 学年，小学校段階と

つながりのある中学校１年生と最終学年である 年生の 学年を整理した。

今後は，本稿で整理した内容の具体を継続して試行し，学校現場での指導の実際を蓄積して

いきたい。
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１ はじめに

話し合いの指導は，授業様式の転換が求めら

れ，他者との関わりが欠かせないこと，あるい

はコミュニケーション能力の育成という観点

からも，今後必要性を増すであろう。しかし，

指導する教師の多くは，話し合いについての学

習経験が充分ではなく，話し合いのイメージそ

のもの，話し合い指導に不安を持つことも少な

くない。話し合いの指導に対しては，指導内容

や指導方法，それに伴う教材開発，あるいは子

どもの実態を分析した上での指導の階梯を示

すものなどがある。しかし，こうした研究内容

と学校現場での話し合いの指導の実際に乖離

があることも事実である。

本稿では，学校現場での話し合いの指導の実

際を意識し，教科書教材を用いた指導について，

学校における実習や課題演習から，気づいたこ

とを整理した。実習校で用いていた光村出版の

国語科の教科書を参考とし，学校における実習

で担当した小学校の３年生と小学校での到達

段階となる 年生の 学年分，中学校において

は，学校における実習で担当した中学 年生と

年生の 学年分の指導を推察し，その具体に

ついて考案している。

教科書の話し合いに関する内容を取り上げ，

それらに対する教師の手立て（指導の手立て）

とともに，今回意識したのは，その指導を行う

場合に，どのような学習環境が設定されている

ことが望ましいかということである。学習環境

を改めて定義することはしていないが，児童・

生徒の人間関係や教師の言動，また，その学習

をするためには，どんな学習や育成しておくべ

き力が必要になるか，といった内容を中心とし

て取り上げている。次項に，その一覧を示すと

ともに，実習校で実際に行った授業についての

指導案等を，付属資料として添付する。

また，取り上げた教材については，話し合い

そのものを取り扱ったものだけではなく，話し

合いの学習ではないものの，話し合いの力を育

成することに関わると考えたものについても

取り上げている。

２ 作成した資料
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⑴ 小学校の 2 学年分の資料 
① 小学校 3 年生について 
A）「よく聞いて，じこしょうかい」 
教科書に書かれ

ている内容 教師の手立て 望ましい環境 

①教師から順に

名前とすきなも

のを一つ言って

自 己 紹 介 を す

る。 
②前の人の話を

繰り返した後，

自分のことを話

す。 
・短い言葉で，は

っきりと話す。 
・前の人の話を

よく聞く。 

・すきなものに

なりそうな絵の

掲示 
・自己紹介前に

ブレーンストー

ミングを行う。 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・教室内の人の

声が聞きやすい

環境で行う。 
・隣の人の話を

聞いて，覚えて

おくことができ

る。または，忘れ

ても周りが手助

けできる雰囲気

がある。 
B）「よい聞き手になろう」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

【話し手】 
・話題は友だちに

知らせたいこと。 
・話の中心 
・話の組み立て

（はじめ・中・終

わり） 
【聞き手】 
・話の中心に気を

付けて聞く。 
・自分と関連付け

て聞く。 
・質問や感想を言

う。 
・他の人の質問や

感想も聞く。 
【行った後】 
どんなことに気を

付けて話したか。 
振り返りを行う。 
◯グループ交流 

・話題例の提

示 
・組み立てを

しやすくする

プリント。（教

師の例。はじ

め・中・終わり

で何を書けば

よいかわかる

もの。） 
・質問例 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・聞くときに相

手の方を向くと

いったことを知

っている。 
・学級内がまと

まっている。 
・お互いに質問

することが算数

や社会等の授業

の中で日常化し

ている。 
・日常的に教師

がよい聞き手の

モデルを示し，

他教科でも用い

られている。 
・様々な質問の

言葉を提示し，

子どもに浸透さ

せる。 
・事実など質問

しやすいものか

らできるように

する。 

C）「つたえよう，楽しい学級生活」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・相手と目的を確

かめて話題を設定

する。 
【話し合いの参加

者】 
・司会に指名され

てから話す。 
・自分の考えを先

に言い，次に，考え

た理由を言う。 
「どうしてかとい

うと，－。」 
「理由は，－。」 
「－からです。」 
【司会】 
・司会をする人を

決めてから始め

る。 
・話題と手順の確

かめ。 
・発言する人の指

名・順番決め。 
・意見の整理。 
・話題の条件の再

提示。 
【全体発表】 
・場所に合った声

の大きさ。 
・良かったところ

を伝え合う。 

・司会カード 
・参加者の心

得 
・話し方カー

ド 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・意見を発表す

ることに慣れて

いる。 
・一人一人が役

割を理解してい

る。 
・教師から渡さ

れる話形が示さ

れたカードを使

うことに慣れて

いる。 
・グループの中

で，日頃上手く

いかないことを

子どもから吸い

上げることがで

きる。 
・教室に発言の

仕方の具体を提

示しておき，順

次書き換えてい

く。 
・日頃から教師

が良い司会者と

なり，その様子

を見せる。 
・日頃から話し

合いで解決した

いという習慣を

つけておく。 
・日常的にグル

ープで話し合う

こ と を 取 り 入

れ，慣れさせる。 
D）「しりょうから分かる，小学生のこと」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・資料を元に発表 
「○○を見てくだ

さい。」 
「ここから，－と

いうことが分かり

ます。」 
「いちばん多いの

は（いちばん少な

いのは），－です。」 
「比べてみると，

・資料の読み

取り方につい

ての説明 
・発表の原稿

カード 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・聞き手がどの

ように聞いたら

よいか分かって

いる。 
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⑴ 小学校の 2 学年分の資料 
① 小学校 3 年生について 
A）「よく聞いて，じこしょうかい」 
教科書に書かれ

ている内容 教師の手立て 望ましい環境 

①教師から順に

名前とすきなも

のを一つ言って

自 己 紹 介 を す

る。 
②前の人の話を

繰り返した後，

自分のことを話

す。 
・短い言葉で，は

っきりと話す。 
・前の人の話を

よく聞く。 

・すきなものに

なりそうな絵の

掲示 
・自己紹介前に

ブレーンストー

ミングを行う。 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・教室内の人の

声が聞きやすい

環境で行う。 
・隣の人の話を

聞いて，覚えて

おくことができ

る。または，忘れ

ても周りが手助

けできる雰囲気

がある。 
B）「よい聞き手になろう」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

【話し手】 
・話題は友だちに

知らせたいこと。 
・話の中心 
・話の組み立て

（はじめ・中・終

わり） 
【聞き手】 
・話の中心に気を

付けて聞く。 
・自分と関連付け

て聞く。 
・質問や感想を言

う。 
・他の人の質問や

感想も聞く。 
【行った後】 
どんなことに気を

付けて話したか。 
振り返りを行う。 
◯グループ交流 

・話題例の提

示 
・組み立てを

しやすくする

プリント。（教

師の例。はじ

め・中・終わり

で何を書けば

よいかわかる

もの。） 
・質問例 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・聞くときに相

手の方を向くと

いったことを知

っている。 
・学級内がまと

まっている。 
・お互いに質問

することが算数

や社会等の授業

の中で日常化し

ている。 
・日常的に教師

がよい聞き手の

モデルを示し，

他教科でも用い

られている。 
・様々な質問の

言葉を提示し，

子どもに浸透さ

せる。 
・事実など質問

しやすいものか

らできるように

する。 

C）「つたえよう，楽しい学級生活」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・相手と目的を確

かめて話題を設定

する。 
【話し合いの参加

者】 
・司会に指名され

てから話す。 
・自分の考えを先

に言い，次に，考え

た理由を言う。 
「どうしてかとい

うと，－。」 
「理由は，－。」 
「－からです。」 
【司会】 
・司会をする人を

決めてから始め

る。 
・話題と手順の確

かめ。 
・発言する人の指

名・順番決め。 
・意見の整理。 
・話題の条件の再

提示。 
【全体発表】 
・場所に合った声

の大きさ。 
・良かったところ

を伝え合う。 

・司会カード 
・参加者の心

得 
・話し方カー

ド 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・意見を発表す

ることに慣れて

いる。 
・一人一人が役

割を理解してい

る。 
・教師から渡さ

れる話形が示さ

れたカードを使

うことに慣れて

いる。 
・グループの中

で，日頃上手く

いかないことを

子どもから吸い

上げることがで

きる。 
・教室に発言の

仕方の具体を提

示しておき，順

次書き換えてい

く。 
・日頃から教師

が良い司会者と

なり，その様子

を見せる。 
・日頃から話し

合いで解決した

いという習慣を

つけておく。 
・日常的にグル

ープで話し合う

こ と を 取 り 入

れ，慣れさせる。 
D）「しりょうから分かる，小学生のこと」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・資料を元に発表 
「○○を見てくだ

さい。」 
「ここから，－と

いうことが分かり

ます。」 
「いちばん多いの

は（いちばん少な

いのは），－です。」 
「比べてみると，

・資料の読み

取り方につい

ての説明 
・発表の原稿

カード 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・聞き手がどの

ように聞いたら

よいか分かって

いる。 

－。」 
・話題をはっきり

させる。 
・資料のどの部分

から何がわかった

のかはっきりさせ

る。 
・聞き手への資料

提示の仕方。 
・資料から分かる

ことと考察・感想

を分けて話す。 

・何回も練習す

る等して，発表

することに自信

を持っている。 
・この学習が話

し合いのどんな

力につながるの

かを示す。 
・日常的に何ら

かの根拠（事実

等）を取り上げ

て述べることが

できる環境を作

っておく。 
・日々の授業の

中で，比較した

り，選んだりす

る活動がある。 
・理科や社会の

授業の中で，資

料の読み取りに

なれさせる。 
② 小学校 6 年生について 
A）「学級討論会」 
教科書に書かれて

いる内容 
教師の手立て 望ましい環境 

「〇〇について質

問します。」 
「なぜなら～。」 
・主張，質問，まと

めの仕方 
・立場や主張を明

確にして発言す

る。 
・相手の発言の意

図を考えながら聞

き，その主張と理

由が適切かどうか

を検討する。 
・たがいの立場の，

いちばんのちがい

は何かを考える。 

・メモの仕方

のプリント 
・司会者原稿 
・それぞれの

場面（意見・質

問・反論）で役

割（賛成側・反

対側として何

を話せばよい

か）が分かる

プリント 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分

かる言葉で系統

性を提示する。 
・グループでの

話し合いの経験

があるようにし

ておく。 
・意見を自由に

言い合える人間

関係が構築され

るようにグルー

プでの話し合い

を日常的に取り

入れる。 
・相手にストレ

スを与えにくい

表現や言い方を

教師が日常的に

示す。 
B）「意見文」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・意見文について

の詳しい説明 
・確認 
・理由や方法 
・相手の評価や判

・言い方カー

ド 
・表情カード

（はてなカー

ド） 

・子どもに学習

の意味や位置を

意識させるため

に，子どもに分か

る言葉で系統性

断を聞く を提示する。 
・交流する前に

自分の思いをま

とめたものを用

意している。 
・これまでに学

んだ質問の仕方

や言い方を見れ

るようにいつで

も教室に掲示し

ておく。 
C）「スピーチ」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・話題の考え方 
・スピーチの内

容と構成の考え

方 
・質問 
「〇〇は△△っ

ていう意味であ

ってますか？」 
・意見，感想 
「〇〇について

もう一度言って

ください。」 
「私は～だと思

いました。」 

・スピーチ原稿

書き方プリント 
・段階的に指導

する。 
（例） 
テーマ→ブレー

ンストーミング

→まとまりごと

→全体 
・聞き方ポイン

ト 
・メモ用プリン

ト 

・子どもに学習

の意味や位置

を意識させる

ために，子ども

に分かる言葉

で系統性を提

示する。 
・スピーチをす

る際に，原稿な

しで行うこと

ができるよう

になっている。 
・人前で話すこ

とができるよ

うな人間関係

ができている。 
③ つの学年を比較しての気づき

 学級全体で話し合うといった内容は， 年生の

内容にはなく， 年生には出てきている。一方，

年生の場合は，グループでの活動が 年生よ

りも多い。

 スピーチは， 年生が好きなものといった簡単

なものになっている。一方， 年生は「はじめ・

中・終わり」という文章の構成を意識したもの

になっている。

 意見文のような発表の場合， 年生は一人で全

ての内容を担当しているのに対し， 年生は

「はじめ・中・終わり」で担当を分けるなど負

担が少ないようになっている。

 年生では「聞く」に特化した単元が入ってい

るが， 年生には「聞く」に特化した単元が入

っていない。

⑵ 中学校の 学年分の資料

① 中学校１年について 
A）「スピーチ」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 
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・スピーチ会を

開くまでの流れ 
・スピーチメモ

の例 
・感想の伝え方 

・スピーチを作

る際の視点 
・スピーチを聞

く際の視点 
・聞きながらの

メ モ の 取 り 方

（ モ デ ル を 提

示） 
・感想を言い合

う際のモデル 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・スピーチ内容

によるグループ

編成 
・話す能力，聞く

能力が身につい

ている。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
B）「グループディスカッション」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・話し合いの例 
・「発言すると

き」「聞くとき」

「司会をすると

き」のポイント 
・グループディ

スカッションを

するまでの流れ 
・質問するとき

に使う表現 
・ディスカッシ

ョンの内容，発

言の役割の提示 
・グループディ

スカッションの

報告の仕方 

・話し合いの良

い例だけではな

く，悪い例と比

較させることで

生徒から重要な

ことを見つけさ

せる。 
・行う前のミニ

レッスン（意見

の比較，質問の

仕方等） 
・質問をすると

どのようなメリ

ットがあるか考

えられる例を提

示 
・司会者の「台本

型手びき」 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
・生徒が自分の

意見をもって発

言している。 
・グループの意

見を分類整理す

る能力が身につ

いている。 
・日頃の授業の

発表を聞く際に

教師が生徒の意

見を引き出す質

問を意識的に行

う。 
C）「ポスターセッション」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・ポスターセッ

ションを行うま

での流れ 
・話し合いの例 
・ポスターの例 
・ポスターセッ

ションの進め方 
・聞き手の興味

をひく発表の仕

方 

・一年で学んだ

国語の題材の整

理表 
・教師が作成し

たポスターセッ

ションのモデル 
・アンケートの

取り方の例 
・ポスターの良

い例・悪い例の比

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
・生徒自身の意

較 見がまとまって

いる。 
・日頃の授業か

ら発表だけでは

終わらず，その

後の意見交換を

教師が重視す

る。 
② 中学校 年について 
A）「スピーチ」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・社会との関わ

りを考えてスピ

ーチをする。 
・スピーチの相

手と目的を考え

て表現を直す。 
・構成メモ，スピ

ーチの例が載っ

ている。 
・振り返りの話

し合いが設定さ

れている。 
・話し合いの例

も載っている。 
（相手や目的に

応じたスピーチ

に重点が置かれ

ている。） 

・スピーチの話

題として考えや

すいように視点

（学校で行われ

る行事など）を

与える。 
・場面や相手を

考えさせるため

に，ロールプレ

イのような例え

を書いたカード

を使う。 
・構成メモに書

くことを簡略化

し，生徒に示す。 
・振り返りの話

し合いのモデル

提示 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・質問しやすく

話し合いが活発

になるよう，ス

ピーチ内容のテ

ーマが異なる人

とグループ構成

を行う。 
・グループ内の

関係性が良い。 
・生徒同士・生

徒教師間でも信

頼関係がある。 
・日頃の活動で

１分間スピーチ

を入れ，基本的

なスキルを体験

的に身に付けさ

せる。 
B）「会議を開く」 
教科書に書か

れている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・話し合いを効

果的に進める

ポイントの提

示 
・話し合いを行

い合意するま

での過程が提

示 
・全体での会議

の進め方例 
・全体会議での

話し合いの例 
・話し合いでの

表現例 
・話し合いの振

り返り 

・話し合いを生

徒の身近なこと

で考えられるテ

ーマを決定する。 
・行う前のミニ

レッスン 
・司会者用「台本

型手びき」 
・全体会議は役

割ごとの仕事を

こなさなければ

ならない。 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，生

徒が分かる言葉

で学習の系統性

を提示する。 
・生徒同士の人

間関係が構築し

ている。 
・考えやすい身

近なテーマ 
・「台本型手び

き」を使用した話

し合いに慣れさ

せおく。 
・全体会議での

役割を提示 
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・スピーチ会を

開くまでの流れ 
・スピーチメモ

の例 
・感想の伝え方 

・スピーチを作

る際の視点 
・スピーチを聞

く際の視点 
・聞きながらの

メ モ の 取 り 方

（ モ デ ル を 提

示） 
・感想を言い合

う際のモデル 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・スピーチ内容

によるグループ

編成 
・話す能力，聞く

能力が身につい

ている。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
B）「グループディスカッション」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・話し合いの例 
・「発言すると

き」「聞くとき」

「司会をすると

き」のポイント 
・グループディ

スカッションを

するまでの流れ 
・質問するとき

に使う表現 
・ディスカッシ

ョンの内容，発

言の役割の提示 
・グループディ

スカッションの

報告の仕方 

・話し合いの良

い例だけではな

く，悪い例と比

較させることで

生徒から重要な

ことを見つけさ

せる。 
・行う前のミニ

レッスン（意見

の比較，質問の

仕方等） 
・質問をすると

どのようなメリ

ットがあるか考

えられる例を提

示 
・司会者の「台本

型手びき」 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
・生徒が自分の

意見をもって発

言している。 
・グループの意

見を分類整理す

る能力が身につ

いている。 
・日頃の授業の

発表を聞く際に

教師が生徒の意

見を引き出す質

問を意識的に行

う。 
C）「ポスターセッション」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・ポスターセッ

ションを行うま

での流れ 
・話し合いの例 
・ポスターの例 
・ポスターセッ

ションの進め方 
・聞き手の興味

をひく発表の仕

方 

・一年で学んだ

国語の題材の整

理表 
・教師が作成し

たポスターセッ

ションのモデル 
・アンケートの

取り方の例 
・ポスターの良

い例・悪い例の比

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・生徒同士の信

頼関係が構築さ

れている。 
・生徒自身の意

較 見がまとまって

いる。 
・日頃の授業か

ら発表だけでは

終わらず，その

後の意見交換を

教師が重視す

る。 
② 中学校 年について 
A）「スピーチ」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・社会との関わ

りを考えてスピ

ーチをする。 
・スピーチの相

手と目的を考え

て表現を直す。 
・構成メモ，スピ

ーチの例が載っ

ている。 
・振り返りの話

し合いが設定さ

れている。 
・話し合いの例

も載っている。 
（相手や目的に

応じたスピーチ

に重点が置かれ

ている。） 

・スピーチの話

題として考えや

すいように視点

（学校で行われ

る行事など）を

与える。 
・場面や相手を

考えさせるため

に，ロールプレ

イのような例え

を書いたカード

を使う。 
・構成メモに書

くことを簡略化

し，生徒に示す。 
・振り返りの話

し合いのモデル

提示 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，

生徒が分かる言

葉で学習の系統

性を提示する。 
・質問しやすく

話し合いが活発

になるよう，ス

ピーチ内容のテ

ーマが異なる人

とグループ構成

を行う。 
・グループ内の

関係性が良い。 
・生徒同士・生

徒教師間でも信

頼関係がある。 
・日頃の活動で

１分間スピーチ

を入れ，基本的

なスキルを体験

的に身に付けさ

せる。 
B）「会議を開く」 
教科書に書か

れている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・話し合いを効

果的に進める

ポイントの提

示 
・話し合いを行

い合意するま

での過程が提

示 
・全体での会議

の進め方例 
・全体会議での

話し合いの例 
・話し合いでの

表現例 
・話し合いの振

り返り 

・話し合いを生

徒の身近なこと

で考えられるテ

ーマを決定する。 
・行う前のミニ

レッスン 
・司会者用「台本

型手びき」 
・全体会議は役

割ごとの仕事を

こなさなければ

ならない。 

・生徒に学習の

意味や位置を意

識させるよう，生

徒が分かる言葉

で学習の系統性

を提示する。 
・生徒同士の人

間関係が構築し

ている。 
・考えやすい身

近なテーマ 
・「台本型手び

き」を使用した話

し合いに慣れさ

せおく。 
・全体会議での

役割を提示 

・全体で意見を

話し合う授業を

前段階で行って

おく。この授業の

際，体験的に知識

を身に付けるこ

とができるよう

にする。 
C）「語り合う」 
教科書に書かれ

ている内容 
教師の手立て 望ましい環境 

・三年間の学習

を振り返り，一つ

の冊子にする。 
・構成の仕方の

例 
・整理する観点

の例 
・発表でのポイ

ント（まとめ方の

例） 

・三年間を見据

えてプリントや

ノートをまとめ

られるように記

録をまとめてお

く。 
・振り返りを構

成した例を提示

する。 
・発表の際は，相

手の冊子と自分

の冊子の比較を

行いながらコメ

ントを書くよう

に指示する。 

・生徒に学習の

意味や位置を

意識させるよ

う，生徒が分か

る言葉で学習

の系統性を提

示する。 
・自分の学習過

程を集積する

習慣が身につ

いており，三年

間使ったノー

トやプリント

が保管されて

いる。 
・まとめ方が異

なる生徒で班

を構成し発表

する。 
・生徒同士の信

頼関係がある。 
 

③ 2 つの学年を比較しての気づき 
 スピーチについては， 中学校１年生でスピー

チの流れやメモの仕方等，スピーチの基本的

なことを学習するのに対し，中学校３年生で

は社会との関わりを考え，相手や目的を考え

てスピーチする等，内容に重点を当てた学習

になっている。 
 中学校３年生においては原稿ではなく，構成

メモでスピーチを行うためその場に応じて自

分で考えて発言することが求められる。「相手

や目的に応じて」とはどういうことか，教師が

しっかりとモデルを提示することが重要であ

ると考える。 
 ディスカッションについては，中学校１年生

ではグループディスカッションであるのに対

し，中学校３年生では学級全体でディスカッ

ションを行うことになっており，ディスカッ

ションの規模が異なる。そのため，まとめる生

徒や補う生徒，意見を集約する生徒など多く

の役割を全体で分担しなければならない。そ

のため，生徒が話し合いに必要なことを明確

に理解しておくことが求められる。 
 人数が多くなると司会に対する負担が大きく

なる。司会・副司会等，仕事が多くなって生徒

が混乱しないような配慮が必要である。全員

に役割を与えることも忘れてはならない。 

３ おわりに

教科書教材を実際に行うにしても，その指導に

至るまでの準備がある。それは，その活動をする

ためには，何ができていなければならないかを考

え，学習準備を整えておくことである。今回，そ

れを「望ましい環境」として示した。教師の手立

てだけが焦点化されることが多いが，円滑に目的

の学習を進めるためには，学習準備に対する配慮

を丁寧に集積しておかねばならない。大切なこと

は，教師も児童・生徒も，その時だけの学習に終

わらないようにという意識を持つということであ

る。 
その活動をするためには，何ができていなけれ

ばならないかについて，教科内容の系統的指導が

中核となるが，それに加え，学級内容での人間関

係構築，その学習活動が無理なくできるような活

動の訓練，そして，教師の言動による具体の提示

（モデル）で，価値を明確にしておくこと等が挙

げられる。 
本研究では，その一部を学校における実習での

実践を中心に考えた。今後は，他の学年について

行うとともに，望ましい環境について，書き加え

ることが必要である。 
 

４ 補足資料（指導案等）

⑴ 指導案例 
① 小学校３年生 
B）「よい聞き手になろう」を意識した学習例 
単元名「『旅の絵本』（安野光雅）で見つけたこと

を交流しよう」の授業 
学習活動と予想される 

子どもの反応 
教師の支援（〇）と 

評価（※） 
今日行う活動やめあてに

ついて理解する。

（ ） 『旅の絵本』の紹介。

（ ） 今日の学習の流れの

説明を受ける。

〇 子どもが緊張しな

いように，本を使っ

たゲームのような感

覚で行うようにす

る。
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『旅の絵本』の活動を行

う。

（ ） 『旅の絵本』を配る。

（ ） 自分の見つけたこと

をまとめる。

（ ） 隣の人と学習プリン

トを使いながら自分が

見つけたことを話し合

う。

（ ） 隣の人の話を聞いて

の感想をお互いに言

う。

本時学習を振り返る。

○ 話し合うことがで

きるようにするため

に，見つけて思った

ことを簡単にまとめ

るように仕組む。

○ 話し合う時に使え

るモデルを適宜示し

ていく。

※ 『旅の絵本』で自分

が思ったことを隣の

人に話すことができ

る。

※ 話を聞いて相手に

言葉を返すことがで

きる。

○ なぜ，そう思った

のか相手に伝わるよ

うにするために，理

由を含めた感想を言

うように仕組む。

 
② 中学校３年生 
B）「会議を開く」の学習例 
単元名「話し合って提案をまとめよう」の指導案 

全３時間中２時間分 提示 
 

（ ） 
学習活動・内容 手だて（○）と評価（◇） 

１ 本単元学習内容の確

認

〇 話し合いを行う際に

意見を言うだけに留ま

・アンケートの振り返り

・話し合いの意義

２ 質問力アップゲーム

（２回）

・２回目は班の１人に質

問のポイントを配布す

る。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 話し合いのテーマ設

定

・Ｆ中学校の良いと

ころ

４ これからの流れの確

認 
 
 

っていないか考えるた

めに，話し合いを行って

いるときのことを考え

させる。

〇 話し合いに必要な質

問についての重要性に

気付くために，質問力の

ゲームを行わせる。

〇 スムーズにゲームを

行うために，机間巡視を

行い助言をしながらゲ

ームをスムーズに行わ

せる。

 
 
 
 
〇 中学校生活が残り３

か月の学年だから考え

られる良い部分・残した

い部分を考えさせるた

めに，先生方何名かのＦ

中学校のよさを伝える。

〇 生徒が考えやすくな

るために，４つの視点か

ら話し合いを行ってい

くことを伝える。

・環境 ・行事 ・生徒

・その他

※何について話し合いた

いか最後に提出させ，次

回までに班を作る。

（ ） 
学習活動・内容 手だて（○）と評価

（◇）

１ 前回の復習

・前回出た良いとことを

プリントにまとめて配

布

２ グループ発表

○ プリントを見ながら，

自分達が出した良いと

ころを思い出しこれか

らの学習につなげる。

○ 話し合う項目ごとに

割り振りをしたグルー

プを発表する。時間がか

かるため，表にして板書

めあて 
話し合いを深めるために必要なことを考えなが

ら，よりよい提案をまとめてみよう。 

めあて 
『旅の絵本』から見つけたことをとなりの人

と交流しよう。 

1．『旅の絵本』の ページを眺め，自分の見つけたこと

をまとめる。 
2．隣の人と学習プリントを使いながら自分が見つけた

ことを話し合う。 
3．隣の人の見つけたことについての感想を言う。 
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『旅の絵本』の活動を行

う。

（ ） 『旅の絵本』を配る。

（ ） 自分の見つけたこと

をまとめる。

（ ） 隣の人と学習プリン

トを使いながら自分が

見つけたことを話し合

う。

（ ） 隣の人の話を聞いて

の感想をお互いに言

う。

本時学習を振り返る。

○ 話し合うことがで

きるようにするため

に，見つけて思った

ことを簡単にまとめ

るように仕組む。

○ 話し合う時に使え

るモデルを適宜示し

ていく。

※ 『旅の絵本』で自分

が思ったことを隣の

人に話すことができ

る。

※ 話を聞いて相手に

言葉を返すことがで

きる。

○ なぜ，そう思った

のか相手に伝わるよ

うにするために，理

由を含めた感想を言

うように仕組む。

 
② 中学校３年生 
B）「会議を開く」の学習例 
単元名「話し合って提案をまとめよう」の指導案 

全３時間中２時間分 提示 
 

（ ） 
学習活動・内容 手だて（○）と評価（◇） 

１ 本単元学習内容の確

認

〇 話し合いを行う際に

意見を言うだけに留ま

・アンケートの振り返り

・話し合いの意義

２ 質問力アップゲーム

（２回）

・２回目は班の１人に質

問のポイントを配布す

る。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 話し合いのテーマ設

定

・Ｆ中学校の良いと

ころ

４ これからの流れの確

認 
 
 

っていないか考えるた

めに，話し合いを行って

いるときのことを考え

させる。

〇 話し合いに必要な質

問についての重要性に

気付くために，質問力の

ゲームを行わせる。

〇 スムーズにゲームを

行うために，机間巡視を

行い助言をしながらゲ

ームをスムーズに行わ

せる。

 
 
 
 
〇 中学校生活が残り３

か月の学年だから考え

られる良い部分・残した

い部分を考えさせるた

めに，先生方何名かのＦ

中学校のよさを伝える。

〇 生徒が考えやすくな

るために，４つの視点か

ら話し合いを行ってい

くことを伝える。

・環境 ・行事 ・生徒

・その他

※何について話し合いた

いか最後に提出させ，次

回までに班を作る。

（ ） 
学習活動・内容 手だて（○）と評価

（◇）

１ 前回の復習

・前回出た良いとことを

プリントにまとめて配

布

２ グループ発表

○ プリントを見ながら，

自分達が出した良いと

ころを思い出しこれか

らの学習につなげる。

○ 話し合う項目ごとに

割り振りをしたグルー

プを発表する。時間がか

かるため，表にして板書

めあて 
話し合いを深めるために必要なことを考えなが

ら，よりよい提案をまとめてみよう。 

めあて 
『旅の絵本』から見つけたことをとなりの人

と交流しよう。 

1．『旅の絵本』の ページを眺め，自分の見つけたこと

をまとめる。 
2．隣の人と学習プリントを使いながら自分が見つけた

ことを話し合う。 
3．隣の人の見つけたことについての感想を言う。 
 

３ めあて確認

 

４ 合意形成の説明

５ グループに分かれ

て話し合う

に掲示する。

○ アンケート結果を発

表したのちに，教科書の

合意形成のためには？

を読む。

→ 合意形成を行う具体

的な例をプリントで作

成し，照らし合わせなが

ら学習させる。

○ 後輩に伝えるには

どのようなことに気

を付けるか話し合っ

ていく。

○ 画用紙を渡し，班の

中で質問し合いなが

らボードを作成して

いく。

 
⑵ 学習に用いた「台本型手びき」例 

中学校３年「俳句」の学習例の中から一例のみ，

提示する。 
生徒の１人にミニ台本の形で配布し，司会者の

役割を見やすく具体例とつなげられるように記し

た。本稿では説明のみを示す。 
 
ⅰ）司会者の役割説明（左）

司会者さんメモ（担当者決め）

※このメモはあなたしか見てはいけません。

➀ 班の１人１人がどの部分を担当したいか，まずは全員

の意見を聞いてください（そのときはあなたが進行役で

す）。

② やりたい部分が重なっている人がいた場合，もう一度

なぜその部分をやりたいのか聞いていきます

③ １番納得できた人にその部分の担当を任せてくださ

い。（もしあなたが重なっていれば公平のためにあなた

の席の隣の人に決めてもらいましょう。）

④ 担当者が決まったら，先生に誰がどの部分を担当する

か報告に来てください。（次のプリントを渡します）

ⅱ）左側の説明の具体的発言例（右）

進め方の台本（例）

➀「○○さんから順番に，担当したい部分と理由を言って

ください。」

（１人目が終わったら）「ありがとう。じゃあ次の人お願

いします。」

※この流れを３人続けて行います。最後に自分が担当した

い部分と理由を言っていきましょう。

②「○○さんと○○さんが重なってたから，もう１回ずつ，

なんでその部分をしたいのか教えて。その理由を聞いて，

今日は時間が無いから私が判断するね！」

自分が重なっていた場合

「私と○○さんがかぶってたから，もう１回ずつ，なん

でその部分をしたいのか言っていくね。隣の人に判断し

てもらうようにって書いてあるから，○○さん。理由を

聞いて納得できる方を教えてね」

ⅲ）全体に示したルール 
ルール

１ ジャンケンで決めてはいけません。あなたの司会で班

の担当を話し合いで決めていきましょう。

２ どうしてもわからないことがあれば，静かに手を挙げ

てください。

主な引用・参考文献

安野光雅 『旅の絵本』 福音館書店 
甲斐睦朗 『国語三上 わかば』 光村図書 
甲斐睦朗 『国語三下 あおぞら』 光村図書  
甲斐睦朗 『国語六 創造』 光村図書  
甲斐睦朗 『国語 』 光村図書 
甲斐睦朗 『国語 』 光村図書 
若木常佳 「話す・聞く能力を高める指導方法につ

いて‐「台本型手びき」の成果と留意点」教育学研究

紀要 中国四国教育学会 —

 

話し合いを深めるために必要なことを考えなが

ら，よりよい提案をまとめてみよう。 
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